
単位：m3

カナダ 米　国

7 1,212 1,399 4,236 0 6,847

8 5,236 2,487 3,776 140 11,639

9 5,659 1,254 1,780 880 9,573

10 5,283 5,989 1,125 742 13,139

11 14,771 6,719 1,828 1,306 24,624

12 28,696 9,318 2,422 3,080 43,516

13 24,242 8,038 1,766 2,620 36,666

14 34,538 3,386 1,392 2,012 41,328

15 30,320 5,128 1,395 1,450 38,293

17,379 2,862 806 1,387 22,434

9,784 2,590 496 6,956 19,826

表3　構造用集成材輸入量年度別集計（北海道）

年度

16(4～9)

合計

15(4～9)

ヨーロッパ
米材

その他

北洋材 米材 南洋材 その他 合計

7 1,010 411 227 140 1,788

8 1,022 476 278 102 1,878

9 1,002 333 249 90 1,674

10 713 232 201 33 1,179

11 1,035 234 219 40 1,528

12 952 202 130 44 1,328

13 702 206 106 27 1,041

14 585 156 99 18 858

15 573 182 117 11 883

339 94 75 2 510

280 86 44 5 415

15(4～9)

16(4～9)

年度

表1　丸太輸入量年度別集計（北海道）　　単位：千m3

単位：m3

カナダ 米　国

7 41,321 247,828 38,076 6,710 333,935

8 53,428 328,268 38,147 6,784 426,627

9 69,855 232,283 24,350 9,681 336,169

10 45,799 166,479 18,536 5,474 236,288

11 91,422 245,059 20,403 17,119 374,003

12 133,852 199,607 10,253 22,737 366,449

13 116,797 176,013 6,309 20,993 320,112

14 144,079 167,372 4,755 30,183 346,389

15 128,419 176,146 3,679 32,686 340,930

79,332 93,218 2,196 18,946 193,692

89,322 122,879 1,939 21,538 235,678

合計ヨーロッパ

15(4～9)

16(4～9)

表2　針葉樹製材輸入量年度別集計（北海道）

年度

米材
その他

図1　丸太輸入量の推移（北海道）

千m3

図2　針葉樹製材の輸入量の推移（北海道）
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図3　構造用集成材輸入量の推移（北海道）

数量（千m3）

（4～9月）

（4～9月）

【輸入材率】　道内における木材需要量のうち輸入材の占める割合は，過去10年（平成6年度～平成15年度），ほぼ60％
前後で推移しています。平成10年度には，景気の低迷や住宅着工戸数の減少などによる木材需要の不振により一時的に
低下（56.8％）しましたが，翌年は再び増加に転じ，平成12年度には過去最高の64.8％に達しております。
　平成15年度については，木材需要量が減少し，供給量総体で道産材・輸入材ともに増加したため，輸入材率では前年
度を1.8ポイントアップし，59.4％となっています。

【中国の動向】　中国は，近年高度経済成長を続けており木材需要が急増するなかで，さらに，2008年の北京五輪，2010年
の万博を控え，都市部を中心にマンションなどのビル建設が盛んで，中国の木材需要はいっそう高まるものと見込まれ
ています。
　このため，木材の供給は中国国内だけでは賄いきれず，特に隣接するロシア等からの輸入量が急増しており，国際木材
貿易に与える影響は，非常に大きいものがあるものと考えられます。

（水産林務部　木材振興課　主査（貿易調整））

【構造用集成材】　構造用集成材は，平成 6 年度
以降輸入量が増加し，特に平成 10 年度以降は，
前年の倍近い増加を続け，平成12年度には，43
千 m3 と過去最高に達しました。
　しかし，平成13年度以降は，住宅着工戸数の
減少等により，37千 m3 ～ 41千 m3 で推移してい
ます。
　平成16年度前半についても，前年度同期に比
べ 87％と減少していますが，特徴的なのが中国
からの輸入量で，前年同期の約4倍（2,831m3）に
増加し，ヨーロッパのフィンランド，オーストリ
アに次ぐ輸入量となっています。

【針葉樹製材輸入の動向】　製材についても，平成
11 年度以降からは減少傾向で推移しており，平
成15年度も前年度比98.4％の 34万 m3 に減少と
なっています。
　このような減少傾向のなか，ヨーロッパからの
輸入量については，平成11年度には前年度実績
の 2倍の 9万 m3 となり，それ以降も 10 万 m3 を
超える輸入量で推移しており，量的な伸びには鈍
化がみられるものの，ヨーロッパ材の占めるシェ
アは，38％と依然高い水準を保っています。
　平成16年度前半期輸入量については，前年度
同期比で122％と大幅な増となっており，特にカ
ナダからの輸入増が目立っています。

【丸太輸入の動向】　丸太輸入量は，平成11年度
以降減少してきており，平成14年度からは，100
万 m3 を割り，2 か年連続の 80 万 m3 台で推移し
ています。特に北洋材は，ここ5か年で，約45％
減と著しい落ち込みをみせています。
　また，平成16年度前半期においても，大幅に
減少しており，南洋材を始めとして，北洋材，米
材，その他材総じて前年度同期の81％となって
います。このように丸太の輸入量が減退してい
るのは，集成材，欧州製材の台頭，中国の経済発
展による丸太輸入量増加とともに，異常気象等
による山火事の発生や大雪，長引く雨期の影響
等による伐採量減少など，様々な原因が考えら
れています。
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